
＜機械・農作業の共同化に取り組む事例＞ 

 

○営農組合を核にして、美しい棚田を守ろう！ 

 
１．集落協定の概要 

市町村･協定名 山口県美祢市
み ね し

美東町
みとうちょう

  大石
おおいし

 

協 定 面 積 

19.5ha 

田（100％） 畑 草地 採草放牧地 

水稲    

交 付 金 額 

３６５万円 

個人配分                       40％ 

共同取組活

動 

（６０％） 

役員報酬                  ４％ 

農地維持管理費                ４％ 

水路･農道維持管理費             ７％ 

体制整備に向けた活動費等        ４５％ 

協定参加者 農業者３０人、非農業者４人、 

営農組合１組合 

開始：平成 12 年度

 
２．取組に至る経緯 

 大石地区は山口県美祢市の東部に位置し、美しい棚田は、「やまぐちの棚田２０選」に

も選定されている。 

当地区では、ほ場整備を契機として平成１２年に大石営農組合が設立され、同時に中

山間地域等直接支払制度にも取り組むこととし、大石集落協定が締結されている。 

 
３．取組の内容 
  交付金の共同取組活動分（６０％）で第２期対策最終年までに、共同利用機械（トラ

クター、田植機、コンバイン他）や農業用倉庫を整備してきた。主要な農作業は主に大

石営農組合が受託作業として行っている。体制整備単価交付要件として従来から取り組

んでいるＡ要件に、大石営農組合を集落のサポート者としてＣ要件を加え、不測の事態

に備えている。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
   【大石集落協定の方々】              【大型機械も装備】 
 



     
 
 
[集落の将来像]    

大石営農組合を核とした集落営農を充実させ、農作業受委託の推進を図り、先祖から引き継いできた美し

い棚田や、集落を守っていく。 

 

 
[将来像を実現するための活動目標] 

○機械・農作業の共同化等の推進(計画的な機械更新) 

○農業生産条件の強化（農道舗装） 

○共同で支え合う集団的かつ持続可能な体制整備 

（農業の継続が困難な農用地が発生した場合、大石営農組合を中心に支え合う仕組みを構築する。） 

[活 動 内 容]                                       

 

 

 
農地法面の定期的な点検 

(随時) 

共同取組活動 

 

農地の耕作・管理（19.5ha） 

個別対応（9.5ha） 

営農組合対応(10ha) 

水路・農道の管理 

・水路 19 本（随時） 

・農道 11 本（随時） 

共同取組活動 

 

 

  
景観形成作物作付け(景観

作物としてコスモスを 70a

作付けた。)        

共同取組活動 

            

周辺林地の下草刈り 

（随時） 

共同取組活動 

 

 

 

 

    

  

機械農作業の共同化 

（代かき、田植、収穫を

10ha 実施、目標 10ha） 

 

共同取組活動 

農業生産活動等が困難な農

地が発生した場合の支援体

制の構築 

 

共同取組活動 

 

 
４．今後の課題等 
 集落協定参加者の高齢化で草刈り等の共同作業が難しくなってきているが、助け合い精

神で今後も作業を継続したい。独身者への婚活支援をしたい。定年帰農者があれば、受け

入れていきたい。 

 

[第 2 期対策の主な成果] 

○獣害防止柵設置（野猪被害対策）  目標 3.5km  実績 3.5km 

○農道水路の補修、改良  毎年共同作業にて補修実施 

○水稲主要３作業 目標 10ha  実績 10ha 

 

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備


